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沖ノ烏島周辺の海洋環境

米山純夫］・小埜、明２．前田洋志２
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沖/鳥島は日本最南端の北緯20度に位置し，小笠

原諸島からも遠く隔たっている。近年１''１ノ烏烏の重要

性が認識され，周辺海域における漁業活動が開始され

るなか，その海洋環境を把握することは今後の水産開

発にとって重要である。向島周辺の海洋観測はこれま

で殆ど行われてこなかったため，春期および秋冬期に

各種観測を実施し海洋環境を|U]らかにした。

CTDもしくはＸＢＴにより水深600～700ｍまで水温・

塩分の観測を行った（図I，付表ｌ）。また，４月には沖

ノ烏烏南北の観測点で表層から水深500ｍまでlOOm

毎に採水し，全窒素・イオン状シリカ・リン酸イオン

の濃度を分析した。採水にはニスキン採水器(BOTTLE

MODELIOIO-L2TO30L）を１１lい，分析は東京都産業

技術研究センターが行った。全窒素の分析は熱分解

法（JlSKOlO2）により，測定にはアナテイックヤナコ

製TN-3089全窒素分析装置を用い，試料はマイクロシ

リンジにて5OIL’１回注入とした。イオン状シリカは

モリブデン黄吸光光度法（JIsKOI01），リン酸イオ

ンはモリブデン冑（アスコルビン酸還元）|吸光光度法

調査地点および方法

春期調査は2005年４月１３日および５月１９日に東京

都島しょ農林水産総合センター漁業調査指導船「み

やこ」１３６トンにより実施し，沖ノ鳥島の東西南北で

世界測地系

図１春期調査観測地点

|東京都島しょ農林水産総合センター〒105-0022束京都港区海岸1-13-17

Ｚ東京都島しょ農林水産総合センター大島事業所〒IOO-0212東京都大鳥町波浮港1８
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自動連続鉛直プロファイルシステム（ＭＶＰ：Moving

VesselProfiler,フラッシュランプ型蛍光センサー，

FL3000;Ｅｘ/Ｅｍ:425/685,ｍ）により船速5.5ノットで観

測し，観測線の内側末端付近で水深800ｍまでのＣＴＤ

による水温・塩分観測を実施した。この他，各漁業操

業海域でＣＴＤ観測を行った。沖ノ鳥島の東Ｌ5マイル

に南北方向に距離２マイルの観測線を設け（LI5)，１１

月１０日～ｌ６ｐの早朝に航走し，ＡＤＣＰによる流向・

流速観測(対水モード,水深10,20,50,100ｍ)を実施した。

暖水禍の観測航路の決定にあたっては海面高度画

(ⅡＳＫＯｌＯ１）により測定した。測定には島津製作所製

UV3100Sの分光光度計を用い，定量下限を上げるた

め50ｍlセルを使用した。

秋冬期調査は2005年11月８日～１２月８日に日本海

洋（株）所属「第七開洋丸」４９９トンにより実施し，沖

/鳥島周辺の他同島北西に存在した暖水禍水域，沖

ノ鳥島から父島を経てベヨネーズ列岩に至る海域にお

いても観測を行った（図２．３)。沖ノ烏島周辺では島

を中心に東西南北に設定した観測線で，水深500ｍま

での水温・塩分・クロロフィル量の鉛直分布を航走式
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図２海面高低画像による暖水禍及び海洋観狽Ｉ地点

（海面高度画像は社団法人漁業情報サービスセンター提供）
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像をシー魚ツチャー(社団法人漁業情報サービスセン

ター：マイクロ波海面高度センサー利用による流向・

流速，海面高低偏差画像サービス）によって約１ヶ月

前の１０月初旬から直近までモニタリングし，沖ノ鳥

島付近に存在する暖水渦の位置を確認した。これに基

づき暖水禍の西端付近（21.30'Ｎ，134.01'Ｅ）から21.

30'Ｎ線に沿い，暖水中心を越えて135.37'Ｅまで観測

することとし，１１月３０日～１２月１日に観測距離約９０

マイルにおいて，８０キャストのMVP横断観測（鉛直

キャスト，水深500ｍ）とＡＤＣＰによる流向・流速観

測を実施した。また観測線の始点，中間点，終点で水

深600ｍまでのＣＴＤ観測を実施した（図２)。

父島～沖/鳥島間に約１００マイル間隔に７測点を設

定し，１２月２日～４日に水深700～800ｍまでのＣＴＤ

による水温・塩分観測を実施すると共に父島一沖ノ

鳥島間を航走中，ＡＤＣＰによる流向・流速観測を実施

した（図２，表ｌ)。また，海徳場・鳥島・ベヨネーズ

列岩近傍の表中層トロール調査地点においてもＣＴＤ

による水温・塩分観測を実施した。

図３秋冬期調査観測地点１１月２９～３０日

表１海洋観測位置2005年秋冬期調査
結果

地点名観測日観測時刻北緯(度）東経(度）測器

春期調査

４月の沖/烏島西側点では表面水温（水深1ｍ）は

273℃，水深１０～６０ｍに温度変化の少ない混合層が

存在し，それより下部では徐々に降温する。一方，塩

分は混合層下部で上昇し130ｍ付近に35.00psuの極大

がみられ，それ以深では低下するが水深600ｍ付近の

34l4psuを極小に再び上昇していた（図4,付表ｌ）。北

側点では表面から水深30ｍまで比較的すみやかに降

温し，３０～１００ｍは255℃前後で温度変化が少ない。

llOmと170ｍ付近に躍層がみられ，それ以深では漸減

し水深600ｍでは７３℃であった。塩分は混合層下部の

110～180ｍに極大が認められ，それ以深では徐々に

低下し，500ｍ付近から変化が少なくなる。東側点で

は表層の混合層は不明瞭で表層から深部に向かって比

較的一様に降温し，南側点では西側点とほぼ同じ鉛直

分布を示した。東西南北４地点を比較すると，北側点

では水深110～180ｍに等温・等塩分の水塊が存在す

ること，東側点では表層に混合層がみられないこと

が特徴的であった。表面水温は北・東側点で26.7～

278℃，西・南側点で273°Ｃ，500ｍ水温は北・東で9.5

～9.6℃，西・南で9.4℃であり，鉛直分布パターンと

併せ，北測点と東側点，西側点と南側点の類似性がみ

られた。

５月の観測における表層水温は２６７～27.0℃，各測
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るが，全窒素は表層から水深300ｍで沖ノ鳥島南側の

濃度が北側を上回っていた。

秋冬期沖ノ鳥島周辺観測

沖ノ鳥島東西南北のＣＴＤ観測によれば，表面水温

は272～２７３℃，表面から水深１００ｍ付近まで混合

層が形成され，その直下に躍層が存在し，躍層を越

えると水深800ｍまで徐々に降温する。水深800ｍで

は5.0～５２℃であった（図5-1)。塩分は表面で３４４３

～34.49psu，混合層下部の水深150ｍ付近に３４９５～

3498psuの極大がみられ，それ以深では漸減し水深

600ｍ付近に3415-34.l6psuの極小がみられた。

ＭＶＰによる観測結果を東西南北各ライン別にみる

と，西ラインではライン上の水温変化は少ないが，

20℃等温線は沖ノ烏島遠地点から近地点に向かって若

干上昇する傾向がみられた（図6,7)。クロロフィルａ

(以下Chl-aと略す）濃度の鉛直分布をみると，各点と

も表面から温度躍層の直上に当たる水深80ｍ付近まで

は概ね0」肥/1以下と低いが，それ以深で大きく増加

し120～130ｍ付近に0.4～0.5＃g/lのピークが出現す

る。その後減少し250ｍ以深では概ねＯ～OO3ILg/lと

点の鉛直分布をみると，いずれも表層に混合層がみら

れ，その下部では徐々に降温し，顕著な水温躍層は現

れていなかった。北･南側点の塩分鉛直分布をみると，

混合層では３４５８～34.62，その下部では逆Ｓ字状の

分布を示し130～200ｍに極大，600ｍ付近に極小がみ

られた（図4,付表l)。４月の観測と比較すると，表面

水温は大差ないが，表面直下で４月には25℃程度にま

で低下しているのに対し，５月には水深50ｍ程度まで

混合層が広がり２６～２７℃が維持されていた。塩分に

ついても４月には表面直下で大きな変化を示している

が，５月には水深約50ｍまで変化が少なかった。

栄養塩類

沖/鳥島南北の水深500ｍまでの栄養塩類濃度は表

Zのとおりである。リン酸イオンは水深200ｍ以深で

濃度が増加し，水深500ｍでは南北両側点とも１８/ＬＭ

と表層の１８倍の濃度が認められた。イオン状シリカ

と全窒素は水深300ｍから増加し水深500ｍのイオン

状シリカは２６７～２６８/１Ｍと表層の２６倍以上，全窒

素は286似Ｍと表層の4.0～4.5倍であった。南北の測

点を比較すると，リン酸とシリカはほぼ同じ濃度であ
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表２沖ノ鳥島南北における各層栄養塩類濃度採水2005年４月１３日

リン酸イオン（似Ｍ）イオン状シリカ（/１Ｍ）

北＊ 南＊＊ 北南

０」０．１１．０＞1.0＞

０．１０．１１．０＞1.0＞

０．３０３1.0＞ＬＯ＞

０．５０．６２．２２．５

１．０１１８．１１０.ｌ

Ｌ８１．８２６．７２６．８

全窒素⑩M)

北南

６．４７．１

4.0＞ ７．１

４３4.0＞

７．１１４．３

１４．３１４３

２８．６２８．６

採水地点

表層

１００ｍ

２００ｍ

３００ｍ

４００ｍ

５００ｍ

＊２０ｏ２６６７ｉＮｌ３６ｏ０５５１ｉＥ

**20゜２２」ｌ１Ｎｌ３６ｏ０４５９ｉＥ

程度であるが島に近づくに連れて弱まっていた。東西

の１０，．２０ｍ層についてみると，西側では南西流，東

側では南東流が卓越していた。一方，南ラインの１０．

２０．５０ｍ層では概ね東寄り］kt弱の流れがみられたが，

島に近い２地点や最遠地点では北寄りの流れも認めら

れ，ｌＯＯｍ層では上層に比べ流れが弱く流向も南東寄

りに変化していた。なお観測時，沖ノ烏島の西に暖水

禍が存在したため島周辺には南向流の存在が予測さ

れ，また，西・南ライン観測中は下げ潮，北・東ライ

ン観測中は上げ潮に当り，南ラインの東寄りの流れに

は潮汐の影響が示唆された。沖ノ鳥島東15マイルの

Ll5観測線における流向流速をみると（観測時刻０５：

５０～７：１０)，１１月１０～１２日はｌノット程度の東～

南東流が卓越していたが，１３.］４日には東～南東の

流れが卓越するものの西向流や南向流が含まれるよう

になり，かつ流速が衰え，１５日には南寄り，１６日は

南西の流れが卓越した（図１０)。これらのことから１０

～１６日の観測期間中に，流れは東から南を回り南西

へと変化していったことが分かる。観測時間と潮汐の

関係をみると，１０～１４日は下げ潮，１５日は満潮，１６

日は上げ潮に当たり，下げ潮には東向き満潮には南

向き，上げ潮には西向きになる傾向がみられた。

暖水渦調査

ＭＶＰによる表層水温（水深15ｍ）は観測始点の134°

01'Ｅ，21.31'Ｎで28.4℃，東に向かって徐々に降温し、

135.37'Ｅ，２１．３０'Ｎの観測終点では273℃であった

(図１１）。水深１００ｍ以浅ではこの始点から終点へ向か

う降温傾向が明瞭であるが，150ｍ以深では一定の傾

向が認められなくなる。表層混合層の厚さは，西側で

は約75ｍ，東端では１００ｍと東側で厚くなる傾向がみ

られた(図１２)。表層塩分は始点で3442psu,東に向かつ

痕跡程度の濃度にまで低下していた（図６)。水深15ｍ

から250ｍについて1ｍ間隔にChl-a濃度を積算し現存

量とすると，現存量は遠地点から近地点に向かって僅

かに減少する傾向がみられた（図８)。北ラインの水温

分布をみると，２７℃，２０℃の等温線は島に近い地点で

下降し，15℃，１０℃の等温線は逆に上昇しており，近

地点付近の下層では低層水の上昇がみられた。Chl-a

鉛直分布のピークは水深llO～120ｍ付近にあり，水

深１５～250ｍの現存量は遠地点から近地点に向かって

増加する傾向が認められた。東ラインは近地点で混合

層の厚みが増し，ｌＯＯｍ層の水温は遠地点に比べ上昇

していた。Chl-a現存量は全体的に高い水準であるが

沖ノ鳥島近くの２地点では大きく減少していた。南ラ

インの水温鉛直分布をみると概ね水深１００ｍ付近まで

混合層がみられ，直下の躍層の他，中間点より内側の

測点では水深１００～400ｍに複数の躍層が現れており，

表層混合層の厚みは沖/烏島寄りの３地点で減少して

いる。Chl-a濃度の鉛直分布は他のラインと同じよう

に表層では低いが,遠地点から近地点に向かうに連れ，

より浅部から濃度が上昇し始め，分布は裾の広がった

パターンを示す。全体として最遠の２地点を除き高い

現存量が維持されていた。

４ラインのChl-a現存量を比較すると，西・北の２ラ

インは全般的に少ないのに対し，東・南の２ライン，

とりわけ南ラインの島に近い測点で高い値を示してい

た。沖ノ烏島までの距離とChl-a現存量の関係は一定

せず，島に近づくに連れて増加するライン（北・南）

と逆に減少するライン（東・西）がみられた。

MVP観測中の流向流速は図９に示すとおりで，水深

１０．２０．５０．］00ｍの各層とも北・東・西のラインで

は南寄りの流れが観測され，この流れは沖側では1kｔ

－７－
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図９沖/鳥島周辺の流向・流速2005年１１月29-30日

積算値が40未満と低く，始点付近（側点11～２２）と

終点付近（測点９５～９８）では45以上と高かった（図

13)。ＡＤＣＰによる流向流速観測結果は水深１０ｍから

１００ｍの４層とも観測線西側の東経134゜０１'～３０'では北

寄り，134.45'から東では南寄りの最大1kt程度の流れ

があり，また，観測線の全行程を通して東向成分の存

在を示していた（図１４)。

沖ノ鳥島一小笠原一伊豆諸島観測

１１月２５日～１２月８日の沖ノ鳥島から小笠原を経て

鳥島，ベヨネーズ列岩に至る測点の表面水温は，沖

ノ鳥島周辺で２７～２８℃，北上するに連れて低下し，

St､８（24.26'Ｎ）で25.0℃，父島南西のＳｔ１０（26.33′

Ｎ）で239℃，最北のベヨネーズ列岩（31.51'Ｎ）では

222℃であった（図5-2)。混合層の厚さは沖の鳥島か

て徐々に上昇し終点では34.54psuであった。表層密度

(○t）は東側l/4の海域で高く，水深400～500ｍにある

260の等密度線は中間点付近で下方にやや湾曲し，こ

の付近の密度が低いことを示していた（図11)。Chl-a

濃度は表層から水深60ｍまでは概ね01～0.2＃g/Iと低

くそれ以深で急激に上昇して水深80～120ｍに0.5肥/ｌ

程度のピークが現れる。多くの場合ピークの深海側で

は漸減し海面側に比べ山裾はなだらかな曲線を描く

(図12)。東側の観測点ではピークの海面側で鋭く立ち

上がっているが西側の観測点では海面側も比較的なだ

らかに上昇する。水深250ｍ以深では0」肥/1以下と痕

跡程度にまで減少する。水深１５～250ｍについてほ

ぼ1ｍ間隔のChl-a濃度測定値を積算し現存量を求める

と，側線中間から東寄りの15kｍ（側点５６～８４）では
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図１０沖ノ鳥島東LISラインの流向・流速
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図１３暖水渦観測線上のクロロフィル現存量

水深15-250ｍの１ｍ間隔クロロフィル濃度の積算

深より下では温度・塩分とも緩やかに低下する。水深

600ｍ前後に34.lpsu程度の塩分極小が出現し，極小層

より下では塩分は上昇に転じ，一方，水温は引き続き

低下するが勾配はさらに緩やかになる。

水深150ｍ付近に塩分極大を持つ水塊は，北太平洋

高塩分水として知られ，日付変更線周辺の北緯20゜～

30｡付近に存在する降雨量より蒸発量が多い海域で形

成される（Sugae/α/2000)。この水塊は亜熱帯循環城

南西部を中心に分布するとされ，本調査では沖/鳥島

北東のＳｔ５（土星海山）までは明瞭に存在を確認でき

るが，Ｓｔ､６（22.Ｎ）では塩分極大水深が上昇し，Ｓｔ７

(23.Ｎ）では明瞭な極大はみられなくなることから

St6とSt7の問に水塊の境界が位置していたものと考

えられる。気象庁（2006）による東経137゜線に沿った

2005年１０月の連続観測結果も本調査と同じように北

緯23゜以南に350psuの水塊の存在を示していた。

水深600ｍ前後に塩分極少を持つ水塊は北太平洋中

層水として知られ，低塩分の親潮が黒潮と接する等

密度面において混合して形成され，中層で黒潮およ

び黒潮続流によって東に運ばれ，次いで南側の亜熱

帯再循環よって西方にも運ばれる（Yasudae/α/」996；

Yasudal997)。東経137.線に沿った塩分鉛直断面に

おける342psu以下の断面積は年変動し，水塊が大き

い期間には南側に張り出し，小さい期間には北緯20°

を越えて南下することは希である（Ｎａｋａｎｏｅｒｑ/２００５

Fig.４)。天王星海山，沖ノ鳥島東，木星海山は，ほぼ

東経136゜線に沿って北緯19.39'から21.21'に連なり，

各海山における塩分342psu以下の水深帯の幅は152

～203ｍに渡り，調査時は中層水の西への張り出しが

強かったものと推察される。小笠原諸島周辺におけ

るマグロ・カジキ類の漁獲水深である500ｍの水温は

ら小笠原西までは５０～９０ｍの範囲で変動し,ベヨネー

ズ列岩では120ｍと最も厚かった。季節躍層は全ての

地点で混合層の直下にみられ，一方主躍層は明瞭には

識別できないが，Ｓt７．１０．１１で450～500ｍに弱い

躍層がみられた。また、鳥島では450～600ｍに複数

の躍層が存在し複雑な水塊構成を伺わせる。塩分につ

いてみると，混合層の塩分は沖ノ鳥島南方１００kｍの

天王星海山で341～３４３psu，沖ノ鳥島～Ｓｔ､5で34.4

～３４５psu，Ｓｔ６～ベヨネーズ列岩で３４７～３４８psuと

北部で上昇する傾向がみられた。沖ノ烏島周辺で明瞭

にみられる水深150ｍ付近の塩分極大は北側の観測点

では不明瞭となり，沖ノ鳥島北東220マイルのＳｔ７で

は混合層直下の水深１００ｍで0.1程度の僅かな上昇を

示すのみであった。水深600～700ｍの塩分極小は，

沖ノ鳥島では600ｍ付近，Ｓt９．１１では700ｍ付近にあ

り，極小水深が北部海域で深くなる傾向がみられた。

１１月８～］０日の父島一沖ノ鳥島航海往路および１１月

１６～１８日の復路の流向は全体として南向成分が卓越

しており，また，航路に沿って交互に東西に振れる傾

向がみられるが，潮汐との関係は不明瞭であった（図

１５)。20.40'Ｎ～21.40'Ｎには往復とも南東に向かう

最大１ノット程度の流れが観測され，本海域を航走中

は上げ潮に当たっていた。

考察

沖ノ鳥島周辺の表層から水深１０００ｍまでの典型的

な水温塩分鉛直分布は次ぎのようなものである。表

層に最大１００ｍ程度の混合層が形成され混合層中の水

温・塩分はほぼ一定である。混合層直下には躍層が形

成され急激な水出低下と塩分上昇がみられる。水深

150ｍ付近に350psu程度の塩分極大が現れこの極大水

－１６－



図１４暖水渦観測線上の流向・流速2005年１１月３０日～１２月１日

当時，北から南ないし南東に向かう流れが観測されて

いることから，島陰に当たる南から南東側では弱い湧

昇が発生し深層から栄養塩類を補給する動きがあった

ものと考えられる。３月の栄養塩類調査により全窒素

濃度が北側より南側側点の浅海部で高い傾向が認めら

れたことはこのChl-a現存量の違いと矛盾しない。沖

ノ鳥島周辺の栄養塩類濃度は水深300ｍ以深で表層に

比べ大きく増加し，この傾向は東経137.線に沿った

観測においても同緯度付近に認められる（気象庁

2006)。東経137.線に沿った北緯３～３４゜の栄養塩類鉛

直断面をみると，北緯３０～３２｡付近に等濃度線の最深

部があり，沖ノ鳥島周辺は北部海域に比べ栄養塩類濃

度の高い水塊がより浅部にまで波及していることを示

している（気象庁2006)。

暖水渦の横断観測は人工衛星海面高度画像に基づ

き渦の西側から中心部にかけて実施した。流向・流

速は全90マイルの測線の中間点よりやや西に位置す

る］34.45'Ｅ付近で北向流から南向流に変化しており，

同点付近に渦の中心があることを示している。ＭＶＰ

観測結果をみると○tが255以下の等密度線は中間点

付近（134.51'～５８'）で僅かに下に凸となり流向・流

速から判断される渦の中心と概ね一致する。観測線東

側l/4の表層１００ｍ以浅で，それより西側に比べ低水

温・高塩分・高密度の水帯がみられ，この付近が渦の

中心を外れていることと矛盾しないが，一方，側線西

沖/鳥島周辺で１０．４～10.8℃，母島西のSt9・１０では

１Ｍ～１１０℃とほぼ等しく，沖ノ鳥島海域でもこの水

深帯が漁場となる可能性が高い。

４．５．１］月の沖ノ鳥島東西南北観測結果を比較す

ると，５月と１１月は類似しているが，４月と５．１１月は，

lOOm以浅の混合層の形成状況に違いがみられた。表

面水温はいずれの月も26.7～２７８℃であるが，４月に

は表面から水深１０ｍの間で比較的速やかに水温低下

と塩分上昇がみられ，それより下層に２５～２６℃の水

塊が続いているが，５．１１月には表層から５０～１００ｍ

の範囲で水温・塩分変化の少ない混合層が形成されて

いる。冬季，沖ノ烏島の気温は表面海水温度より低い

23℃にまで低下するため（沖ノ鳥島災害復旧工事誌編

集委員会1994)，表面からの冷却により成層が崩れ表

層の水温は低下する。３．４月になると気温が上昇し

表面からの加温により，極表層に27℃代の|暖水，そ

の下層に冬季に冷却された２５～２６℃の比較的変化の

少ない層が残存するという鉛直構造をとるようになっ

たものと考えられる。

沖ノ鳥島の東西南北を１１月の観測値で比較すると，

水温鉛直分布に大きな違いはなかったが，Chl-aの現

存量は西・北観測ラインで少なく東・南ライン，とり

わけ南ラインで多い傾向が認められた。一般に海流が

島にぶつかるとその島陰に湧昇流の発生することが知

られており（TakahashieZα/・’980；岸野1989)，調査
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父島～沖ﾉ鳥島(11/8-11/10）

沖ノ烏島～父島(11/16-11/18）

図１５父島一沖ノ烏島間の流向・流速

その中間には現存量の少ない海域が存在し，この海域

は流向から判断される渦の中心からはやや東にずれて

いるが大きくみれば渦の中心付近に位置すると考えら

れる（図１３)。Chl-a現存量が暖水渦の中心より縁辺域

で増加する現象は三陸沖の暖水塊でより顕著にみられ

側では中間地点に比べて水温・塩分などの観測値に大

きな変化はなく渦縁辺の特徴を示さなかった｡これは，

暖水渦が観測ライン決定後に西に移動し，観測開始点

が渦の縁辺から中心側にずれたことが原因と考えら

れる。Chl-aの現存量は西側側点及び東側損||点で多く、
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(横内ら1992)，縁辺部が植物プランクトンを餌とす

る食物連鎖上位の動物群，とりわけ有用魚類の漁場と

して重要なことを示唆している。

沖ノ烏島から小笠原までの流向は全般的には南向き

の流れが卓越していた。これは，観測当時航走ライン

の北側に暖水渦，南側に冷水渦が存在し（図２)，両

者の問で南向きの流れが発生していたためと考えられ

る。北西太平洋には多数の中規模渦流が存在し，黒潮

再循環域ではこの渦が毎秒7ｃｍで西に移動するとされ

ている（EbuchiandHanawa2001)。沖ノ鳥島一父島間

を航走中，20.40'～21.40'Ｎには南東に向かう流れが

観測され，また21.30'Ｎに沿う暖水渦観測中，東向成

分が認められていることから，この付近を亜熱帯反流

が流去していたものと考えられる。

沖ノ鳥島海域は北赤道海流と亜熱帯反流の両者に影

響され得る位置にあるが，今回，島の近くで観測され

た流向は，潮汐および暖水渦・冷水渦の位置から予測

される流向と一致していた。

農林水産総合センター調査船「みやこ」の乗組員各位，

日本海洋(株)所属第七開洋丸の乗組員･調査員の皆様，

栄養塩類濃度を分析して頂いた東京都産業技術研究セ

ンター伊瀬洋昭，小坂幸雄，後藤典子の諸氏，調査の

企画・解析に助言・助力頂いた日本開洋(株)小田秀夫

氏他調査員の方々，データの提供に便宜を図られた社

団法人漁業情報サービスセンター為石日出生氏，海上

保安庁海洋情報部に心からお礼申し上げる。
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要約

2005年４．５．１１．１２月に沖ノ鳥島周辺海域で海洋

観測を実施した。表面水温は26.7～２７８℃，表層混

合層の直下に躍層が存在し，それ以深で漸減する。塩

分鉛直分布には水深150ｍ付近に35.0psu程度の極大，

600ｍ付近に34.lpsu程度の極小がみられ，それぞれ北

太平洋高塩分水，北太平洋中層水に対応し，北太平洋

高塩分水は北緯23゜以北では不明瞭であった。調査期

間中，沖ノ鳥島周辺の流れは潮汐と中規模渦流の位置

に強く影響されていたと考えられ，島の北西側に存在

した暖水渦により南向流が卓越していた。流れの島陰

に当たる南側では水温鉛直分布に明瞭な変化は認めら

れなかったが，クロロフィル量は沖から島に近づくに

つれて増加する傾向が認められ，何らかの栄養塩類の

補給があるものと考えられた。暖水禍では渦の中心よ

り西で北向き東で南向きの流れが観測され，水温塩

分断面に明瞭な水平勾配はみられなかったが，クロロ

フィル量は中心付近より周辺域で高くなる傾向が認め

られた。

キーワード：沖ノ鳥島，海洋環境
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